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ご
使
用
の
前
に�

　警告�

　警告�

　警告�

　注意�

安全上のご注意�

感電・ショート・発火・火災を防ぐために�

お使いになる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、次のように説明�
しています。また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いください。�

■ここに示した注記事項は�
　表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明して�
　います。�

●定格15A以上・交流100Vのコンセントを単独で使用する�

●プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む�

●プラグの刃や刃の取り付け部分にほこりが付着している場合はよく拭く�

●改造はしない�
　修理技術者以外の人は、分解したり、修理をしない�

●ぬれた手でプラグの抜き差しはしない�

●本体やコードを水につけたり、水をかけたりしない�
　本体を水のあるところに置かない�

●コードやプラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しない�

●コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引張ったり、ねじったり、�
　たばねたり、高温部に近づけたり、重いものをのせたり、はさみこんだりしない�

●吸気口・排気口やすき間にピンや針金などの金属物等、異物�
　を入れない�

●子供だけで使わせたり、乳幼児の手の届く所で使わない�

この表示の欄は、「死亡ま�
たは重傷を負うことが想定�
される」内容です。�

この表示の欄は「傷害を負�
うことが想定されるか、ま�
たは物的損害の発生が想定�
される｣内容です。� 実行しなければならない「指示」内容のものです。�

排気口�

吸気口�

やけどを防ぐために�
●炊飯の前にふた加熱板�
　をはずして調圧弁と安�
　全弁にごはんなどの異�
　物がついていないこと�
　を確認する�
　また、フィルターを忘�
　れずに取り付ける�

高温の蒸気が勢いよく出てやけどの恐れ�
●蒸気口に手や顔を近づけない�
　炊飯中は高温の蒸気が勢いよく出ます。特に乳幼児に�
　触れさせないように注意してください。�

●炊飯中はふたを開けたり、本体を揺らしたり、持ち運びしたりしない�

食材がとび出したり、湯がふき出したり、突然ふたが開いてやけどの恐れ�
●ふたは前方の中央部を押して｢カチッ｣と音がするまで�
　確実に閉める�

●フック部に米粒などがつまったときは、�
　ようじなどでかき出す�

●取扱説明書・料理集に記載の炊飯以外の�
　用途には使わない�
　次のような料理には使わない�
　・ねりもの（はんぺんなど）や豆類などの加熱中にふくらむ料理�
　・急激にあわの出る「重そう」などを使う料理�
　・多量の油を入れる料理�
　・「カレー」や「シチュー」のルーなど、のり状になる料理�
　・ジャムなど泡立つ料理�

●青菜など薄皮状のものが浮きやすい具材を入れた料理や、�
　クッキングシートなどの落し蓋をした料理はしない�
　七草がゆなど青菜を入れるときは�
　最初から入れず、ゆでた青菜を炊�
　き上がった後で入れてください。�

●内がまの「ここまで」の線以上に�
　水を入れない�

（炊飯中は圧力がかかるため取扱いを誤ると危険です）�

（1.0Lタイプの場合）�

この線以上に水を入れない�

本体フック部�
米粒などが詰まって�
いないか確認する  

この炊飯器は一般家庭用です。業務用にはお使いにならないでください。�

×�

「警告や注意を促す」内容のものです。�

してはいけない「禁止」の内容です。�

絵表示の例�

蒸気口�

調圧弁�

フィルター�

安全弁�

調圧弁�
○穴が目づまり�
　していないか�
○ボールが動くか�

安全弁�
○目づまりしていないか�

ふた加熱板(裏面)

ボール�

分解禁止�

ぬれ手禁止�

水ぬれ禁止�

ふたフック部�
米粒などが付いて�
いないか確認する�(　　　　　　　　)

(　　　　　　　　)
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